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( ) OHBaCOCOOHBa 2322 +→+  

 
 

( )mol1081 4−×　　　　　.  

 
 

２０１８年度 東北大学 前期試験 化学 解答・解説および配点予想 

【解答】———————————————————————————————————————— 

１ 
問１ 
	 	 ア	 ドライアイス 
	 	 イ	 ４ 
	 	 ウ	 電気陰性度 
 
問２ 
 
 
 
 
 
問３ 

(A) 固体 
(B) 気体 

 
問４ 
（１） 

 
 
 
 

 
（２） 

( ) ( )

( )mol1081

L
1000
12Lmol0150

4

H

−×=

×=+

.

/.n

 

 

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) 

 
 

配点予想 
１ (合計 50点) 
問 1 
アイウ 
2点×3 
 
 
問 2 
2点×3 
 
 
 
問 3 
(A)(B) 
2点×2 
 
 
問 4 
(1)～(3) 
4点×3 
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( )mol1014 3−×　　　　　.  

 
 

178(kJ) 

 
 

（３） 
 
 
 
 

ろ液を 50mLすべて用いれば HClaqは 120mL要する。 
酸の(価数×物質量)の和 ＝ 塩基の(価数×物質量)より

 
 
 

 
問５ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) (b) (c) (d) (e) (f) 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 5 
4点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 6 
2点×3 
 

( ) ( ) ( ) ( )

1000
14

1000
90005

1000
600150

1000
50100co

L
1000
50Lmol0102co2L

1000
120Lmol01501

2

2

.....

/./.

=
−

=×−×

×××+××

=

=

n

n

mol( )
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O2H4e4HO 22 →++ −+  

 
 

( )C10863 4×.  

 
 

問７ 
（１） 

 
 
 
 

 
（２） 

 
 
 

 
 

 
（３） 
	 水蒸気を除く放電後の容器 A内の混合気体の物質量を 1n とすれば 
	 気体の状態方程式より 

	

( ) [ ] [ ]
( )[ ] [ ]

[ ] でありmol
38.31

6.64
K300Kmol/LPa108.31
L10.6Pa100.3607.00

3

4

1 ×
=

×⋅⋅×

××−
=n

 
 
	 電極 Aで消費された酸素の物質量は 
	 電極 Aで生成した水の物質量の半分で 

	

[ ]
[ ]

[ ]であるからmol0.100
2
1

molg18.0
g3.60

=×
 

	 放電前の容器 A内の混合気体の物質量は 

	

[ ]mol1000
3318

646 .
.
.

+
×

で 

	 含まれる酸素は
100
0401000

3318
646 ..

.
.

×⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
+

×
≒ [ ]mol1470.  

 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 答えの数値	 [ ]mol1470.  
 

問 7 
(1) 2点 
(2) 4点 
(3) 6点 
 

( )mol40002
018

603
2 O,He 2

.
.
.

=×=

×=− 生成nn

( ) ( )
( )C10863

C/mol10659mol4000Q
4

4

×=

××=

.

..
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H , N , O , F , Cl 

 
 

Na 

 
 

Li 

 
 

2l  , 2Br  , 2Cl  , 2F  

 
 

２ 
[I] 
問１ 
	 	 ア	 価電子 
	 	 イ	 還元 
	 	 ウ	 大きい 
	 	 エ	 7 
	 	 オ	 小さい 
問２ 
 
 
 
 
問３ 

 
 
 
 
 

問４ 
（A） 

 
 
 
 

 (B) 
 
 
 
 

問５ 
 
 
 
 
 

 
 
 

(a) (b) (c) (d) (e) 

 
 

配点予想 
２ (合計 50点) 
[I] 
問 1 
ア～オ 
2点×5 
 
 
問 2 
2点×2ｖ 
 
 
 
問 3 
1点×5 
 
 
 
 
問 4 
1点×2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 5 
 2点 
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2222 ClO2HMnCl4HClMnO ++→+  

 
 

 
問６ 
 (1) 

 
 
 
 
 

 (2) 
 	 (カ) 
 

 
 

 
	 （キ） 
 
 
 
 
	 （ク） 
 
 
 
 
	 （ケ） 
 

 
 

 
	 （コ） 
 
 
 
 

(a) (b) (c) (d) (e) 

 
 

(a) (b) (c) (d) (e) 

 
 

(a) (b) (c) (d) (e) 

 
 

(a) (b) (c) (d) 

 
 

(a) (b) (c) (d) (e) 

 
 

問 6 
(1)3点 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 
カ～コ 
1点×5 
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2O , 2CO  , OH2  

 
 

Al→ +3Al ＋ -e3  

 
 

221021 ×.  

 
 

 

 
３ (合計 50点) 
問(1)	  4点 
問(2)	  2点×3 
問(3)	  2点 

[II]  
問７ 
表面のアルミニウムと酸素から酸化アルミニウムの被膜が生じ、内部が保護される 
ため。 
 
問８ 

 
 
 
 

問９ 
 
 
 
 
 

問 10 
 
 
 
 
問 11 
 （１） 

Ni質量 ( )g1.20
100
254.80 =×= 	  

なので 
( )

( )
( )

( )個≒

原子数

22

23

1021

/mol106.02
molg58.7
g1.20Ni

×

××=

.
 

（２） 
 
 
 
 
 
 
 

(a) (b) (c) (d) 

 
 

[II] 
問 7 
6点 
 
 
問 8 
1点×3 
 
 
 
問 9 
3点 
 
 
 
 
問 10 
1点 
 
 
 
問 11 
(1)4点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)2点 
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 O

HO
C

O

C
OH

C
OH

O  
 

	 	 	 	 	

 H3C

3CH

3CH

 

 

 CH3

3CHCH3

３ 
問１ 
	 Aに含まれる各元素の質量は 

	 C… ( )mg150
044
012550 =×
.
.  

	 H… ( )mg015
018
002135 .
.
.

=×  

	 O… ( )mg048015150213 .. =−−  で 

	 OH,C, の物質量比は 63015
016
048

001
015

12
150

：：：： =
.
.

.
.  

	 となり、Aの組成式は 63025 OHC である。また、 
	 Aの分子量は 500以下なので 
	 Aの分子式は組成式の２倍以上にはならず 
	 63025 OHC となる。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 答	  
問２ 
	 ア	 e 
	 イ	 c 
	 ウ	 h 
問３ 
	 	 	 b 
問４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
３ (合計 50点) 
問 1 
4点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 2 
2点×3 
 
 
問 3 
2点 
 
問 4 
5点×2 
 
 
 
 
 
 
 
問 5 
5点 
 
 
 
 

C25H30O6
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 −+ ⋅ ClNH3

 2NH

 

 

 

 

 −+ ⋅ ClN2

問 6 
 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 
	 	 オ	 スズ、塩酸	

	 	 カ	 塩酸、亜硝酸ナトリウム	

	 X	

	

	

	

	

	

	

	

		Y	

	

	

	

	

	

	

	

		Z	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

問 6 
3点 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 7 
3点×2 
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OHC 12s  

 
 

 

 
 

 

3CH
2CH

C
3CHH

OH2CH

*

 
 
 

 
*

3CH
CH

C
3CH

3CH

OH

H

問 8	

	

	

	

	

	

	

問 9	

 

 

 

【講評】———————————————————————————————————————— 
１は理論分野中心の問題、2 は無機分野中心の問題で、どちらも単純に知識を問う問題が多

く、簡単な考察を要求する問題はあったが、高度な考察を要求する問題はほとんどなかった。

計算問題はそれほど多くはなく、論述問題も２[Ⅱ]問 7のみであった。 
３は有機分野の構造決定問題で、過去に出題された問題と比べればそれほど難しいというわ

けではないが、かなり構造決定問題をやっていないとやや解きにくいかもしれない。 
対策としては、まず教科書の基本事項をしっかり身につけ基本・標準レベルの問題を沢山や

っておくべきである。その上で、過去には今年度よりももっと難しい問題も出題されているの

で過去問を入念にやり、類似のハイレベル問題をやれるだけやっておくのが良いであろう。 
 

 

 
問 8 
4点 
問 9 
5点×2 
 


